
 平田商工会議所　令和8年度～令和10年度　中期行動計画（３ヵ年の重点項目）【R8年度改訂】

Ⅱ　魅力ある平田地域づくり Ⅲ　積極的な政策提言・要望活動

①交流人口、ファン人口の拡大
②若い世代の取組、活動の支援
③空き店舗空き家のリノベーション
④中心市街地の活性化
⑤平田高校、県立大学との連携
⑥インバウンド需要の取り込み

①国、県、市等へ経済対策に関する要望
②地域インフラ整備に関する要望、提言
③土地の規制緩和等に関する要望、提言
④地域産業の活性化に関する要望、提言
⑤会議所の機能強化に関する要望、提言

Ⅰ　企業の発展をサポート Ⅳ　商工会議所の機能強化

「個社支援」
①企業の競争力強化と生産性向上
　　経営基盤強化ー省力化、経営革新、新分野進出、
　　　　　　　　　DX化、資金調達、価格転嫁
　　技術力・開発力の向上ー研究開発、知的財産
　　販路拡大の推進ー県外展開、県内取引、海外展開
②地域の持続的な発展を支える起業・創業、事業承継の推進
　　事業承継支援
　　起業・創業支援
③多様な人材の確保･育成と定着の推進
　　魅力ある働きやすい職場づくり
「面的支援」
①地域の強みを活かした経済の活性化
　　観光地域づくり
　　地域資源活用
　　企業立地
②平田の地域特性を生かした産業振興
　（集積業種の振興、空き家の再生活用等）

①組織・財政基盤の強化
　・会員増強（新入会員、退会抑制）
　・共済加入促進（リニューアル）
②創立８０周年事業
　　R10年　会議所創立80周年
　　　〃　　青年部創立50周年
　　R　9年　女性会創立40周年
③会員サービスの向上
　・部会、委員会等の活性化
　・幅広い会員の会議所活動参画
　・女性活躍機会の増進
　・地域密着の強化
④危機管理対応力強化
⑤広報、情報発信機能強化
⑥業務の効率化
⑦交流、連携の強化
　（商工団体、関係機関等）

1.現状認識と危機感

少子高齢化・人口減少に伴う「労働力不足」と「市場の縮小」を、企業の存続を揺るがす深刻な課題と捉えています。今こそ、中小企業には現状維持ではなく

「自己変革（チャレンジ）」が求められています。

2. スローガン「挑む企業が、明日を変える。私たちはその志を応援します」

3. 主要な活動方針

〇個別企業の支援 難題（人手不足・市場縮小）に向き合い、自らを変えようとする企業のチャレンジを積極的にバックアップします。

〇地域活性化プロジェクト（3つの柱）「若者の定住」と「交流人口の増加」を目的とした3つのプロジェクトを推進し、地域に新たな活力を生み出します。

〇会員の声・対話重視のスタイル 「今よりもっと良いこと」を常に追求し、会員や地域住民との双方向の対話を大切にした協働活動を行います。

4. 創立80周年（令和10年度）に向けた展望

７０周年からこれまでの10年間で築いた「地域に根差した活動」をさらに深化させます。

前回のテーマ・取り組み 「母川回帰」（平田高校を資源化） 会員目線に加え「地域目線」が定着した。

８０周年は、10〜20年先を見据えた新テーマで、未来を拓くための新たなビジョンを掲げ開催。

中期計画の基本方針

令和8年度～令和10年度の重点項目
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挑む企業が、明日を変える。私たちはその志を応援します。


